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大崎市流地域包括ケアシステム特集

　古川地域の高倉地区振興協議会では、今年5月か

ら事業を開始し、地域支援コーディネーターを配

置。地域の人と人をつなぎ、高齢者にやさしい地域

づくりを進めています。

　高倉地区では、さまざまな地域課題に対応するた

め、昨年からワークショップを行い、地域づくりの

必要性を話し合ってきました。

　どのように住みよい地域をつくっていくかの話

し合いの中で、公民館で行っている「いきいき百歳

体操」やサロン、お茶飲み会など、これまで行ってき

た取り組みそのものが、今、市で進めようとしてい

る地域包括ケアであることがわかってきました。

　「今ある事業を包括ケアに位置付けて地域の将来

像を描いていく」。みんなの声を生かし大切にした

地域づくりを目指しています。

　地域支援コーディネーターの髙橋みゆきさんは、

高倉地区に嫁いで10年。見渡すかぎり田んぼの景色

ですが、のどかで子どもを育てやすい環境だと感じ

ているそうです。

　高倉地区で生活支援体制整備事業（地域包括ケ

ア）をスタートするにあたり、地元の行政区長から

髙橋さんに声がかかりました。市や県の研修を受

け、コーディネーターの役割は、包括ケアは一人で

はなく、支え合いで地域のことを見守り見守られ成

り立っていくもの、みんなで作っていくものだとい

うことを学んだそうです。

　「住民の立場だと自分のことしか見えず、地域の

誰かが何かをやっているんだとしか捉えられな

かった。実際に携わってみると、みんな公民館に来

ることが楽しみで、それが包括ケアや見守りにつな

がるんだと感じた。皆

さんから話しかけら

れて、とても温かさを

感じる。わたしも、そ

の温かさを地域に還

元したい。壁のない、

みんなの顔が見える

地域になれば良いで

す」と話してくれまし

た。ま た、「 気 軽 に 集

まって話をして、いろ

いろな意見からみん

なで地域をつくって

いきたい」と笑顔で話

してくれました。
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地域支援コーディネーター
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　週に1度、公民館で行われる「いきいき百歳体操」

を楽しみにしている佐々木さん。「生まれ育った清滝

で、できるだけ介護の世話にならないように過ごし

たい」と話してくれました。

　佐々木さんは農業を営み、老人会活動や地域のボ

ランティア活動にも参加してきました。公民館事業

の一環で始まった「いきいき百歳体操」に、老人会活

動で公民館と関わりがあった佐々木さんは、まわり

の勧めもあり参加するようになりました。初めは思

うように手足を動かせなかったけど、練習を重ねる

うちに楽しくなってきたそうです。足腰の痛みが改

善され、体力が維持されていると言います。

　「地域社会のつながりは年々薄くなってきている。

百歳体操で皆さんの仲間に入り、そのおかげで長生

きをしている。よき友と話し合い、大いに笑うことが

生きがいになり、長生きの秘訣になる」と、感謝して

いるそうです。

　「高齢者になっても、住み慣れた地域で、できるだ

け元気で暮らすためには、気軽に仲間と集えるお

しゃべりの場が必要。自分の年を気にして消極的に

なっては人生は楽しくない。いくつになっても夢を

持ち、その日その日を楽しく生きることの積み重ね。

今は若い人もいつかは老人になる。胸を張って生き

ていたい」と、心が晴れ晴れとする話をしてくれまし

た。
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▲ 昨年11月に開催した「いきいき百歳

体操大交流会」。各地で行っているい

きいき百歳体操の参加者、高齢者の介

護予防を呼びかける活動サポーター

など、約150人が一堂に会しました。

▶  池月地域づくり委員会（平成28年10月開始）

▶  鳴子まちづくり協議会（平成28年11月開始）

▶  清滝地区振興協議会（平成29年4月開始）

▶  松山まちづくり協議会（平成29年4月開始）

▶  岩出山地域づくり委員会（平成30年2月開始）

▶  高倉地区振興協議会（平成30年5月開始）

地域支援コーディネーターが配置されている地域自治組織

　お茶飲み会での交流や、いきいき百歳体操での健康づくりなど、わたしたちが暮らしの中

で営んでいることが、地域での見守りや支え合いの仕組みにつながっていきます。
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